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1. はじめに 

残存型枠は厚さ 30mm のプレキャストコンクリート製の埋設型枠である．

この残存型枠は品質管理の行き届いた工場で製作されるため、耐久性に

優れ、かつ補強材にエポキシ樹脂電着塗装した安価なエキスパンドメタル

（写真 1）を用いるため経済性にも優れる．また、施工現場での足場が省略

でき、かつ打設後の型枠取り外しが不要であるため施工性にも優れている

という特徴を有する． 

この残存型枠を橋梁外側に用いた壁高欄はプレキャストコンクリートと場

所打ちコンクリートの合成構造であり、既往の報告 1）,2）では優れた耐衝撃

性能と合成効果を有することが確認されている．しかしながら、プレキャスト

コンクリートの目地部では標準部よりも塩化物イオン等が浸

透しやすいため、その耐久性の評価が不可欠である．そこで

本研究では、残存型枠を用いた壁高欄の目地部を模した供

試体で塩化物イオン浸透実験を行い、目地部における塩化

物イオン浸透抵抗性を調べ、その特性について検討した． 

2. 実験概要 

 供試体は残存型枠と場所打ちコンクリートを組み合わせた

200mm×250mm×180mmの躯体とした． 

実験は表 1に示す想定部位の異なるA～C供試体の 3種類を塩水に浸し

かつ直列に配列して直流電流（0.06A）を流すものとした．通電回路図を図 1

に、C供試体の供試体図を図 2にそれぞれ示す．ここで、供試体下面の浸透

面以外をエポキシ樹脂でコーティングし、浸透面以外からの塩化物イオンの

浸透を抑制した．また、目地部はアルミブチルテープによってシーリングを施

した．通電回路は3回路製作し、それぞれの通電期間を7,14,21日間とした． 

 
図 1 通電回路図 

 
写真 1 エキスパンドメタル 

表 1 実験パラメータ 
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図 2 供試体図（C供試体） 
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3. 実験結果と評価 

3.1 塩化物イオン浸透深さ分布 

塩化物イオン浸透深さは通電終了後の供試体を割裂した

割裂面に硝酸銀溶液（0.1mol/l）を噴霧し、呈色した領域の

深さをノギスで計測した．例として通電期間が 7 日間で壁高

欄外側の目地部を模した C 供試体の硝酸銀溶液噴霧後の

割裂面の状況を写真2に示す．また、通電期間21日間の場

合の塩化物イオン浸透深さの分布を図 3に示す． 

図 3 より、残存型枠が浸透面にある B供試体と C供試体

は A 供試体と比較して浸透深さが小さい結果となった．これ

は、残存型枠が場所打ちコンクリートよりも水セメント比が低

く、組織が緻密であることによるものと考えられる． 

次に壁高欄外側の標準部を模した B 供試体と壁高欄外

側の目地部を模したC供試体とを比較すると、C供試体のシ

ール中央部（測定位置 90mm）の浸透深さは小さいものの、

シール中央部から外側に 10mm 程度以上離れた範囲は B

供試体の浸透深さよりも大きい傾向であった．これは幅

50mmのアルミブチルテープでシールした範囲から浸透した

塩化物イオンが、アルミブチルテープによって浸透を阻害さ

れ、目地中心から外側に浸透し、シール縁端部での塩化物

イオン濃度が高まることでその近傍の塩化物イオン浸透深さ

が大きくなったためと考えられる．しかし、その浸透深さは A

供試体のものと比較すると小さい値であった． 

3.2 通電期間と塩化物イオン浸透深さの関係 

 図 4に通電期間と塩化物イオン浸透深さの関係を示す．こ

こで、同図では浸透深さの最大値をプロットした． 

 図 4 より、壁高欄外側の目地部を模した C 供試体の最大

塩化物イオン浸透深さは、壁高欄外側の標準部を模した B

供試体と比較してやや大きいか同等の結果となった．しかし、

壁高欄内側を模した場所打ちコンクリートの場合（A 供試

体）より小さい値に留まり、今回の実験結果からは残存型枠

の目地部近傍の塩化物イオン浸透抵抗性は場所打ちコンク

リートのみよりも高いと評価できる． 

4. 結論 

 残存型枠を用いた壁高欄の目地部を模した供試体で塩

化物イオン浸透実験を行った結果、残存型枠の標準部およ

び目地部近傍の塩化物イオン浸透抵抗性は壁高欄内側の

場所打ちコンクリートのみよりも高いことが明らかとなった． 
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写真 2  硝酸銀溶液噴霧後の割裂面の状況 

 （C 供試体、通電期間 7日間） 

 
図 3 塩化物イオン浸透深さ分布（通電期間 14 日間） 

 

図 4 最大塩化物イオン浸透深さと通電期間の関係 
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